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七
しち

十
じゅう

人
にん

定
てい

員
いん

会
かい

バーン・P・ 
スタンフィル長

ちょう

老
ろう

羊
ひ つ じ

と羊
ひ つ じ

飼
か

い

イ
ラ
ス
ト
／
シ
ェ
ー
ン
・
ク
レ
ス
タ
ー

わたしは，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

モンタナ州
しゅう

の牛
うし

の牧
ぼく

場
じょう

で育
そだ

ち
ました。牧

ぼく

場
じょう

では，300 頭
とう

の羊
ひつじ

もかっていました。お
母
かあ

さんは，わたしたちが伝
でん

道
どう

資
し

金
きん

を得
え

るために羊
ひつじ

を買
か

ってく
れました。

わたしの仕
し

事
ごと

は，面
めん

倒
どう

を見
み

てくれる母
はは

親
おや

のない子
こ

羊
ひつじ

の世
せ

話
わ

をすることでした。羊
ひつじ

の母
はは

親
おや

は複
ふく

数
すう

の赤
あか

ん坊
ぼう

がいると，
すべての子

こ

羊
ひつじ

の世
せ

話
わ

をしないことがあります。わたしは，そ
のような子

こ

羊
ひつじ

の世
せ

話
わ

をしました。毎
まい

年
とし

，そのような子
こ

羊
ひつじ

が
5 頭

とう

から10 頭
とう

いました。
わたしは毎

まい

日
にち

，フォルクスワーゲン・ビートルという小
ちい

さな
青
あお

い車
くるま

を運
うん

転
てん

して牧
ぼく

草
そう

地
ち

に行
い

き，クラクションを鳴
な

らしてか
ら，車

くるま

のドアを開
あ

けました。子
こ

羊
ひつじ

は草
くさ

地
ち

のどこにいてもわた
しのところに集

あつ

まって来
き

ました。古
ふる

いフォルクスワーゲンの

音
おと

をよく知
し

っていたのです。子
こ

羊
ひつじ

たちは車
くるま

の後
うし

ろにとび乗
の

り，わたしは子
こ

羊
ひつじ

を乗
の

せて納
な

屋
や

に行
い

き，えさをやりました。
わたしたちは，この子

こ

羊
ひつじ

のようなものです。わたしたちは
別
べつ

々
べつ

の場
ば

所
しょ

に住
す

んでいて，生
せい

活
かつ

の中
なか

でそれぞれ異
こと

なる問
もん

題
だい

をかかえています。でも，イエスはわたしたち一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

に手
て

を差
さ

しのべておられます。わたしたちは，主
しゅ

の声
こえ

を聞
き

くこと
ができるようになります。なぐさめと安

あん

心
しん

感
かん

を求
もと

めて主
しゅ

にた
よることができます。主

しゅ

と天
てん

の御
おん

父
ちち

に愛
あい

されていると感
かん

じ
ることができます。

わたしは，生
せい

活
かつ

の中で，羊
ひつじ

飼
か

いとしてのイエスに目
め

を向
む

け
たときに，人

じん

生
せい

が変
か

わりました。自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

を救
すく

い主
ぬし

の手
て

にゆだねるときに，主
しゅ

の愛
あい

を感
かん

じ，主
しゅ

を信
しん

頼
らい

できるようにな
ります。●
クリスティナ・クロスランドとのインタビューから。

「主
しゅ

はわたしの牧
ぼく

者
しゃ

であ〔られる。〕」（詩
し

篇
へん

23：1）
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